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工
東日本特別

事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
推
進
を

ふ
く
し
ま
広
野
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　

復
興
企
画
課
よ
り
Ｎ
Ｅ

Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
㈱
と
の
共
同
運
営

に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業

に
関
し

■
特
別
目
的
会
社
・
発
電

所
概
要

【
名
称
】

　

合
同
会
社
ふ
く
し
ま
広

野
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所

【
資
本
金
】

　

１
０
０
０
万
円

　

（
広
野
町
は
１
割
）

【
設
置
場
所
】

　

折
木
字
南
沢
４
４
１
の

１
他　

　

約
１
万
５
０
０
０
㎡　

　

所
有
者　

広
野
町

【
設
計
】

　

最
大
発
電
可
能
容
量

　

７
７
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト　

　

売
電
容
量

　

７
２
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
27
年
１
月
頃
造
成

工
事
開
始

　

平
成
27
年
７
月
頃
竣
工
・

売
電
開
始

　

以
上
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

委
員
会
は
、
工
事
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
推
進

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

住
東日本特別

民
に
し
っ
か
り
と
し
た
周
知
を

減
容
化
施
設
に
係
る
進
捗
状
況

　

環
境
省
よ
り
こ
れ
ま
で

の
主
な
経
緯
と
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
計
画
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
プ
ラ
ン
ト

の
設
備
工
事
が
着
工
し
た

の
で
、
安
全
に
は
十
分
留

意
し
て
作
業
を
行
い
、
工

程
が
少
し
で
も
早
ま
る
よ

う
業
務
を
推
進
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
別
委
員
会
終

了
後　

減
容
化
施
設
建
設

現
場
を
調
査
し
ま
し
た
。

減容化施設を視察

平
東日本特別

成
27
年
度
は
家
賃
１
／
２
を
徴
収

町
営
住
宅
の
家
賃

　

平
成
27
年
度
は
、
１
／

２
徴
収
し
、
平
成
28
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
、
再
度

検
討
す
る
。
住
宅
修
繕
終

了
後
は
、
自
己
責
任
に
お

い
て
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
長
期
間
放
置
す
る
こ

と
に
よ
る
カ
ビ
等
の
発
生

な
ど
居
室
が
傷
む
こ
と
な

ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
借
り
て
い

る
以
上
は
自
分
で
管
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
の

で
、
平
成
27
年
度
は
、
町

営
住
宅
の
家
賃
１
／
２
徴

収
を
了
承
し
ま
し
た
。

　

内装工事が進む町営住宅

定
定数特別

数
削
減
は
や
む
な
し

議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と

　

議
員
定
数
削
減
に
関
し

て
は
、
議
長
を
除
く
11
人

の
議
員
で
特
別
委
員
会
を

構
成
し
、
こ
れ
ま
で
に
３

回
開
き
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
議

会
の
役
割
が
非
常
に
大
事

に
な
っ
て
い
る
現
在
、
議

員
定
数
の
削
減
は
「
多
様

な
議
員
の
集
ま
り
」
に
支

障
を
き
た
し
、
町
民
か
ら

の
情
報
収
集
や
意
見
の
集

約
に
問
題
が
生
じ
る
な
ど
、

議
会
の
弱
体
化
に
つ
な
が

る
と
い
っ
た
懸
念
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
震
災
か
ら
３

年
半
が
経
過
し
て
も
な
お

続
く
町
民
の
避
難
生
活
、

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
町

民
の
帰
還
な
ど
、
復
興
の

過
渡
期
に
あ
る
わ
が
町
で
、

町
民
か
ら
議
員
定
数
に
つ

い
て
も
厳
し
い
意
見
を
聴

く
こ
と
も
あ
り
、
次
回
改

選
時
に
は
、
議
員
定
数
に

つ
い
て
自
ら
も
身
を
削
り
、

12
人
か
ら
10
人
に
削
減
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

の
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
。

定数削減が決まった議会

　

岩
手
県
洋
野
町
は
、
東
日

本
大
震
災
に
際
し
大
津
波
に

よ
り
、
住
宅
や
基
幹
産
業
で

あ
る
水
産
業
の
漁
場
や
水
産

施
設
な
ど
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
地
域
住

民
や
町
消
防
団
の
迅
速
で
的

確
な
行
動
に
よ
り
人
的
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
的
被
害
ゼ
ロ
と
い
う
奇

跡
を
起
こ
し
た
要
因
は
、
高

さ
12
ｍ
の
防
潮
堤
の
整
備
、

消
防
団
員
の
充
実
、
明
治
・

昭
和
の
大
津
波
を
経
験
し
て

い
る
た
め
、
町
民
の
防
災
意

識
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
学
び
、
防
潮
堤

の
整
備
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
・
強
化
と
定
期
的
な
防

災
訓
練
の
実
施
等
、
東
日
本

大
震
災
を
踏
ま
え
た
災
害
に

強
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
た
研
修
で
し
た
。

特　　別
委員会

＜岩手県洋
ひろ

野
の

町
ちょう

研修＞

東日本大震災で人的被害がゼロの防災対策とは

～震災にどう立ち向かうか～

　

11
月
10
日
に
宮
城
県
大

衡
村
議
会
の
議
会
運
営
委

員
会
が
研
修
に
来
ら
れ
ま

し
た
。

　

大
衡
村
は
宮
城
県
内
唯

一
の
村
で
、
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
小
型
車
生
産
の
一

大
拠
点
で
す
。

　

広
野
町
議
会
が
取
り
組

む
議
会
改
革
や
議
会
運
営

に
つ
い
て
研
修
さ
れ
ま
し

た
。

活発な意見交換が行われた研修

大
お お

衡
ひ ら

村
む ら

議会が
議会運営委員会を
研修


